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お茶の水女子大学リベラルアーツとＦＤ公開シンポジウム
平成 20 年９月17 日（水）

ごあいさつ

三浦 徹（お茶の水女子大学　教育機構長）

　

リベラルアーツとＦＤに関する公開シンポジウムを開催
させていただきます。私は、前半の司会を担当いたしま
す三浦と申します。お茶の水女子大学の教育を担当する
副学長をやっております。

今日のシンポジウムの狙いを簡単にご説明申し上げま
す。今年度から私どもの大学で、21 世紀型文理融合リ
ベラルアーツというテーマ別の科目群をスタートいたしま
した。これは今現在、教養教育リベラルアーツの重要性
がいろいろなところで議論されている中で、内容につき
ましては学外の方にはパンフレットをご用意しております
ので、そちらをご覧いただきたいのですが、テーマを立
てた科目群、サブジェクト・オリエンテッドと呼んでいる
のですが、そういう形で専門間をつなぎ、同時に専門を
超える力をつけていこうという狙いを持っています。

昨年これをスタートするに当たり、大学としては全学
教育システム改革推進本部という全学組織を作りまして、
その中に三つの部会があるのですが、リベラルアーツと
いう専門部会を作り、教員、職員 20 名を超えるメンバー
で検討して、またいわゆる学部の教授会でも何度も議論
して、今年度からスタートいたしました。スタートした時
点で五つのテーマのうち三つ、さらにそのうちの前期十
数科目を行ったところですか、これを実施する過程でリ
ベラルアーツという科目群、つまりいろいろな文系、理
系にまたがっている科目ほど教育の方法が問われるとい
うのでしょうか、そこに工夫を凝らしていく必要がありま
す。ファカルティ・デベロップメントが、何よりも教員自
身がリベラルアーツ化することが必要ではないかという
議論もあったのですが、そういう意味でのファカルティ・
デベロップメントが必要であるという考えを当初から取っ
ておりまして、昨年 10 月にもこのリベラルアーツに関す
るシンポジウムを開催いたしました。

今年は２回目になりますが、二つのことに留意しました。
一つは、前期に授業を担当された教員の方々から、実
際に文理を超えるテーマで文理を越えた学生が受講す
る中で、どのような問題とどのような成功があったのかと
いうことを後半、具体的に議論していきたいと考えてい
ます。もう一つは、リベラルアーツと学士教育課程の教
育というのが、中教審の答申などを出てますます問題に
なっております。そういう意味で視野を広げて、ＦＤに
限らないで、あるいはリベラルアーツに限らないで、広く
学士教育を国際的な潮流の中で、あるいは時間的な流

れの中で何が必要とされているのかということを考える
必要があると思い、この方面で大きな活動をなされてい
らっしゃる寺﨑昌男先生に前半のご講演をお願いいたし
ました。

そこで寺﨑先生のプロフィルを簡単にご紹介申し上げ
ようと思います。専門は教育学、教育史になられます。
今日のお話にありますが、東京大学と立教大学で教鞭
を執られて、立教大学の中で全学共通カリキュラムの改
革に 10 年ぐらいずっとタッチされています。私も寺﨑先
生の本を何度も読ませていただいて、時間的な視野、世
界的な視野の広さにいつも学ばせていただいているので
すが、その寺﨑先生をお迎えして大きな観点から問題を
論じていただく。それを踏まえた上で、実際の実例を通
しながらまた掘り下げていくという議論を後半に行いた
いと思っています。

後半は本学の荒井先生、浅本先生に司会をバトンタッ
チいたしますが、前半の司会は私が担当させていただき
ます。配布させていただいた資料ですが、リベラルアー
ツの全体をご説明する時間がありませんので、受講者に
アンケートを取りまして、授業を始める前に取ったアン
ケートと前期の授業が終わったところのアンケート、主
にこの狙いを学生がどういうふうにとらえているのかとい
う、アンケートの形で実施状況を見ていただこうと考え
ています。もう一つ、ホームベージに実際の授業の様子
を載せているもの、カラー刷りですが、これはウェブに
載っておりますが、それをご用意いたしました。あとは
後半のパネルディスカッションのそれぞれのパネラーの
資料をご用意しております。

これから３時間ぐらいになりますが、ぜひ活発なご質
疑をお願いしたいと思っております。寺﨑先生のご講演
につきましては文字の資料を皆さんのお手元に届けてい
ると思います。大変お忙しい中、今日も大阪の方からお
越しいただきまして、本当にありがとうございます。


